
渡
辺
金
一
著

『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
。
フ
ル

千
年
－
革
命
劇
場
』

　
本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
ビ
ザ
ソ
ツ
史
研
究
の

第
一
人
者
渡
辺
金
一
氏
が
、
　
一
般
読
者
向
け
に
、

茂
が
長
年
考
え
て
き
た
ビ
ザ
ソ
ツ
像
を
描
い
た
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

工
作
で
あ
る
。
そ
の
中
心
課
題
は
、
氏
自
身
ま
え

ヘ
　
　
へ

が
き
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
無
定
形
の
群
衆
、

だ
が
実
は
一
つ
の
集
団
意
識
を
そ
な
え
た
市
民
」

と
「
そ
の
か
れ
ら
を
相
手
に
し
な
が
ら
繰
り
返
し

対
応
を
迫
ら
れ
る
皇
帝
」
と
を
類
型
的
に
理
解
し
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
首
都
と
し
た
一
千

年
余
り
の
期
間
に
こ
の
二
つ
の
類
型
が
主
と
し
て

政
治
颪
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
ち
、
か

つ
行
動
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
前
著
『
申
世
ロ
ー
マ
帝
国
』
（
岩

波
新
書
一
九
八
○
年
）
で
語
ら
れ
た
氏
独
自
の
ビ

ザ
ン
ツ
理
解
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
ビ
ザ

ソ
ツ
帝
国
へ
の
移
行
を
連
続
的
に
捉
え
る
姿
勢
が
、

本
営
で
も
大
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
書

版
と
い
う
性
格
上
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
書

が
、
特
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ビ
ザ
ソ
ツ
学
の
碩
学
、

ハ
γ
ス
H
ゲ
オ
ル
グ
・
ペ
ッ
ク
瓢
9
p
。
陰
－
O
o
o
同
σ
q

じd

W
犀
の
膨
大
な
研
究
成
果
を
消
化
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
も
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
下
、
本
書
の
内
容
を
、
章
ご
と
に
紹
介
す
る
。

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
あ
る
社
会
』

で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
経
済
形
態
を
国
家
に
よ
る
再

分
配
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
指
摘
し
、
「
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
＆
q
、
慰
も
ミ
ミ
」
の
発
生
源
も
常
に
国
家
権
力

と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

　
第
一
章
『
憲
法
感
覚
』
で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
の

国
家
意
識
に
お
い
て
、
国
家
と
皇
帝
が
明
確
に
区

別
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ
う
い
う
訳
で
、

専
制
君
主
政
に
対
す
る
政
体
変
革
の
試
み
が
一
度

も
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
、
皇
帝
の
約
半
数
が
ク

ー
デ
タ
ー
で
失
脚
す
る
と
い
う
ビ
ザ
ソ
ツ
独
特
の

事
態
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
首
政

期
以
来
の
皇
帝
選
挙
原
理
、
す
な
わ
ち
、
元
老
院

・
市
民
。
軍
隊
に
よ
る
選
挙
と
い
う
形
態
が
無
視

さ
れ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
う
し
た
ビ

ザ
ソ
ツ
人
の
政
治
意
識
を
氏
は
憲
法
感
覚
と
呼
ぶ

の
で
あ
る
。

　
第
二
章
『
大
都
会
の
な
か
の
帝
王
』
で
は
、
ビ

ザ
ン
ツ
初
期
に
お
け
る
皇
帝
選
挙
原
理
の
変
遷
を

論
じ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ

ス
羅
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
体
制
成
立
後
も
、
三

世
紀
以
来
の
軍
人
に
よ
る
皇
帝
選
挙
と
い
う
形
態

は
、
か
な
り
の
間
続
く
。
が
、
五
世
紀
後
半
以
降

は
、
元
老
院
・
市
民
・
軍
隊
の
三
要
素
の
参
加
が

不
可
避
と
な
り
、
元
首
政
期
の
選
挙
原
理
に
戻
っ

た
と
説
く
。
但
し
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
独
自
性
を
、
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
「
第
二
の
ロ
ー
マ
」

と
し
て
の
発
農
と
、
そ
の
市
民
の
首
都
市
民
と

し
て
の
自
覚
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
点
に
見
て
い

る
。　

第
三
章
『
サ
ー
カ
ス
二
恩
』
で
は
、
ヒ
ポ
ド
再

主
ム
（
競
馬
場
）
と
い
う
、
皇
帝
が
市
民
と
直
接

向
か
い
合
う
場
で
の
《
サ
ー
カ
ス
対
話
》
の
記
録

か
ら
、
首
都
市
民
の
政
治
意
識
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。

　
第
四
章
『
後
継
者
指
名
の
ス
タ
イ
ル
』
で
は
、

共
同
皇
帝
指
名
に
よ
る
平
和
的
な
皇
位
継
承
が
行

わ
れ
た
時
に
、
皇
帝
選
挙
原
理
が
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国

末
期
ま
で
手
続
き
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を

例
証
す
る
。

　
第
五
章
『
儀
式
と
し
て
の
革
命
』
で
は
、
ク
ー

デ
タ
ー
に
よ
る
暴
力
的
な
皇
帝
位
纂
奪
が
行
わ
れ

た
時
の
選
挙
原
理
の
機
能
の
仕
方
を
見
る
。
こ
こ

で
は
、
元
老
院
と
市
民
の
役
割
を
積
極
的
に
評
価

す
る
。
そ
の
際
の
市
民
の
冷
静
な
対
応
を
、
ク
ー

デ
タ
ー
が
「
皇
帝
廃
位
宣
言
」
と
「
薪
皇
帝
祝
賀
」

と
い
う
二
つ
の
過
程
を
必
ず
伴
う
、
か
の
選
挙
原
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介自

象
が
明
確
に
働
い
た
「
儀
式
と
し
て
の
革
命
」
と

し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
憲
法
感
覚
に
定
着
し
て
い

た
か
ら
と
考
え
る
。

　
第
六
章
『
社
会
的
流
動
性
』
で
は
、
ビ
ザ
ソ
ツ

の
社
会
構
造
を
、
ヨ
コ
同
志
の
つ
な
が
り
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
上
層
部
の
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
申
・
下
層
民
と
つ
な
が
り
を
持
つ
タ
テ

社
会
と
規
定
す
る
。
こ
の
仕
組
の
中
で
、
社
会
的

上
昇
が
皇
帝
位
に
至
る
ま
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
社
会
的
流
動
性
は
著
し
く
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
エ
ピ
ロ
ー
グ
『
市
民
の
向
背
』
で
は
、
首
都
市

民
の
反
対
で
ク
ー
デ
タ
ー
の
失
敗
し
た
例
を
挙
げ
、

再
度
、
市
民
の
役
割
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
、
本

書
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
意

識
（
氏
は
こ
れ
を
憲
法
感
覚
と
言
う
）
を
、
元
首

政
の
伝
統
の
存
続
の
中
に
見
出
そ
う
と
す
る
方
向

で
書
か
れ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
た
史
料
が
、
皇
位

継
承
に
関
す
る
も
の
に
片
寄
っ
て
い
る
の
も
、
こ

う
し
た
問
題
関
心
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容

は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
住
民
に
限
ら

れ
る
と
は
い
え
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

ー
の
重
要
な
一
面
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は

な
い
。

　
し
か
し
、
読
者
は
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と

は
別
に
、
ロ
…
マ
の
影
を
ぬ
ぐ
い
去
っ
た
と
こ
ろ

に
ビ
ザ
ン
ツ
の
心
性
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
班
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

結
局
、
ビ
ザ
ソ
ツ
は
、
ロ
ー
マ
の
伝
統
を
引
き
ず

り
な
が
ら
、
ロ
ー
マ
に
含
ま
れ
得
な
い
一
つ
の
文

明
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
二
重
性
に
ビ
ザ

ン
ツ
の
特
異
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
は
、
千
年
に
も
わ
た

る
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
皇
帝
と
市
罠
の
関
係
を
、
わ

か
り
や
す
く
、
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
好
著
で
あ

る
。

　
　
　
　
（
口
書
版
　
二
二
七
頁
　
一
九
八
五
年
六
月

　
　
　
　
岩
波
書
店
　
四
三
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
鳩
薫
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

飯
島
武
次
著

『
夏
股
文
化
の
考
古
学
研
究
』

　
中
国
考
古
学
に
お
い
て
近
年
に
わ
か
に
注
目
を

あ
つ
め
て
い
る
の
が
、
中
国
文
明
の
起
源
、
と
り

わ
け
夏
王
朝
の
実
在
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
前
世
紀
末
の
甲
骨
文
の
発
見
と
一
九
二
八
年

に
は
じ
ま
る
安
豊
楽
嘘
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

零
細
な
文
献
記
録
し
か
な
い
股
王
朝
の
存
在
が
実

証
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
地
で
考
古
学
的
調
査
が
飛

躍
的
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
股
王
朝
に
さ
か

の
ぼ
る
伝
説
上
の
夏
王
朝
の
存
在
を
考
古
学
的
に

実
証
し
よ
う
と
す
る
精
力
的
な
研
究
が
、
中
国
の

研
究
者
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
我
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
活
発

な
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

中
国
考
古
学
を
専
攻
す
る
研
究
者
が
少
な
い
こ
と

に
加
え
て
、
我
々
外
国
人
が
入
手
で
き
る
資
料
に

限
り
が
あ
り
、
実
際
に
発
掘
に
従
事
し
て
い
る
中

国
の
研
究
者
に
比
べ
て
制
約
が
大
き
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
中
国
か
ら
発
表
さ

れ
る
デ
ー
タ
を
再
整
理
し
て
、
夏
の
問
題
、
ひ
い

て
は
国
家
の
起
源
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
組
も

う
と
し
た
の
が
本
書
で
あ
り
、
そ
の
野
心
的
な
姿

勢
に
ま
ず
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
本
書
は
筆
者
が
一
九
七
七
年
よ
り
一
九
八
三
年

ま
で
の
間
に
雑
誌
『
宵
代
文
化
』
に
「
股
前
期
の

提
言
」
と
題
し
て
発
表
し
た
十
六
篇
を
、
そ
の
後

の
知
見
を
加
筆
し
た
上
で
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

黄
河
中
流
域
に
お
け
る
河
南
龍
山
文
化
、
二
里
頭

文
化
、
二
里
岡
文
化
と
い
う
連
続
す
る
文
化
の
中

で
特
に
二
里
頭
文
化
に
焦
点
を
あ
て
、
随
所
に
自

説
を
盛
り
こ
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

そ
の
文
化
の
内
容
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
全

体
は
九
章
か
ら
な
り
、
遺
跡
、
遣
構
、
遺
物
の
順
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